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課課 題題 情情 報報 シシ ーー トト  

テ ー マ 名 ： LED CUBE の製作Ⅱ 

担当指導員名： 吉野 正樹 実施年度： 27年度 

施 設 名 ： 関東職業能力開発大学校 附属 千葉職業能力開発短期大学校 

課 程 名 ： 専門課程 訓練科名： 電子情報技術科 

課題の区分 ： 総合製作実習ⅠⅡ 学生数： ４人 時間： 22単位（396h） 

課 題 制 作 ・開 発 のポイント

【開発（制作）のポイント】 

LED CUBE は LED マトリクスを立体的に配列しさまざまなパターン・発光色で点灯させ

るもので，視覚的効果が大きいことや電子情報の技術要素を多く含む展示物として適してい

ます。製作にあたっては以下の点がポイントとなります。

１） LED を立体的に配置するための配線および実装方法

２） 合計 1828 個ものフルカラーLED の点灯制御方法

３） LED の配線と駆動基板の接続方法

４） 全体の消費電力の見積もりと駆動方法

５） 電子 CAD による回路設計、基板設計および基板加工

６） 筐体の設計、部材選定と製作

 

【訓練（指導）のポイント】 

チーム内で学生同士がディスカッションしながらアイディアを出し方針を固めていけるよ

う雰囲気づくりを行いました。CUBE の骨組み実装については、学生のアイディアと提示を

組み合わて試作を行い検証しながら進めました。

チーム内は大きくハード班とソフト班に分けましたが、進捗によって適宜補完体制をとり、

遅れや作業量の調整を行いました。また、進捗や問題点、課題等の報告を定期的に求め、全

体の進捗管理、チーム内の情報共有の重要性の意識づけを行いました。

課 題 に関 する問 い合 わせ先

施 設 名 ： 関東職業能力開発大学校附属千葉職業能力開発短期大学校

住  所 ： 〒260-0025 千葉県千葉市中央区問屋町 2-25 

電話番号 ： 043-242-4166（代表）

施設 Web アドレス ： http://www3.jeed.or.jp/chiba/college/ 



次のページ以降に、本課題の「予稿」および「テーマ設定シート」を 
掲載しています。 

課 題 制作 ・開 発の「予稿 」および「テーマ設定シート」
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LED CUBE の製作Ⅱ 

千葉職業能力開発短期大学校

電子情報技術科  

指導教員 吉野 正樹

要 約  電子情報技術科のPRを目的として、LED CUBEの製作を行った。今年度はCUBE全体の完成とデ

モ点灯を行うことを目指した。12×12 個のLED で1 面を構成し12 面の製作が完了し、点灯を制御するプログ

ラムは簡単なパターンのデモをいくつか行えるところまで達成できた。1 面で点灯不良が発生し修正を試みてい

る。立体的な文字や図形を動的に表示する複雑な制御は次のバージョンへの課題となった。

１ はじめに 
LEDの技術が進歩し世の中で注目されるなかで、電

子情報技術科のPRを目的にLED CUBEの製作が前

年度始まった。回路設計や制御プログラムで試行錯誤

を重ね1面のみのデモ点灯までで完成には至らなかっ

たことから、今年度は完成を目指した。

この製作物を展示することにより、電子情報技術科

への興味を多くの人にもってもらい志望する人がさら

に増えることを期待し取り組む。

２ LED CUBEの構成 
LED CUBEは、図１のように縦、横、奥行きにLED

をキューブ状に配置して光らせる装置で、明るさや点

灯位置を制御し図形や文字を立体的に表現できる。

LED CUBE の構成を図２に示す。本装置は横･奥

行・高さそれぞれ12個のLEDで構成する。すべてに

直接信号線をつなぐと配線数が膨大になりマイコンの

制御ポートが不足するため、図の四角の1行単位の点

灯を高速で順にシフトさせ、光の残像現象により同時

点灯しているように見せるダイナミック点灯を行う。

この1行ごとの切り替えを、図２に示すシフトレジス

タとMOS- FETで行っている。 
さらに、図２に示すLED ドライバ IC(TLC5940™ 
)を使用し、点灯パターンを1 行ごとにマイコンからシ

リアルデータで送り、12 個の LED の点灯制御は RGB
各色を 3 つのドライバ IC で担い、これらをカスケード

接続できることや、各色の明るさの調整もトライバ

のPWM機能で行えるため、マイコンの接続ポートを大

幅に減らすことができる。また LED 電流を外付け抵抗

で設定でき定電流駆動が可能である。

３ 製作結果

3-1 CUBEの製作 
LEDは図３に示すように12×12個を格子状に実装

図１ LED CUBEの形状

図２ LED CUBEの構成と点灯制御
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して 1 面としている。縦方向はRGB のカソード側を

配線し、横方向は共通端子のアノード側を配線して

CUBEの骨組みを製作した。昨年度から実装手順や配

線径の見直しを行い、作業時間を1/4程度に短縮した。 
LEDの駆動基板は、図３に示すようにLEDの格子

に直接取り付けられる設計とし前年度に比べ配線量を

削減した。

駆動基板と LED 格子の接続は 12 面が完了した。

CUBE の土台とカバーは図４に示すスチレンボード

で試作し確認を行っているところで、最後にアクリル

板で製作する。

全体を制御するメイン基板は、前年度から部品の配

置や配線経路の見直し、最大 4A の電流への対応、チ

ャタリング対策などを行い、実装後の動作確認を終え

た。現在 1 面分で点灯不良が起きており、LED 駆動

基板のほうに不具合があるとみて原因を調べている。

3-2 制御プログラム 
全体の制御はルネサス製マイコンRX63N®（32 ﾋﾞｯ

ﾄCPU、96MHz、IO ﾎﾟｰﾄ 56 ﾋ゚ ﾝ）を搭載したマイコン

ボードGR-SAKURA® を使用している。開発環境は、

前年度はHEW®を使っていたが、今年度は、 

GR_SAKURA®用のwebコンパイラを使用し環境構築

の時間短縮を図った。

図２において、行単位のシフトと LED 個別の点灯制御

を実現するにはシフトレジスタのシフト時間と

LEDドライバ IC 1行分のデータ転送のタイミングを

調整し、同期をとる必要がある。

当初はデータ転送時間が 20ms とシフト時間の 500
倍もの開きが生じたが、プログラムの改善を重ね、現

在は図５に示すように①1.6msまで縮めることができ

た。しかし次の行へのデータ転送の準備にまだ②

10ms ほどかかっており、1面（12 行分）の表示を終

えるまでにちらつきが認識されるため、さらに短縮化

を試みている。

４ まとめ

電子情報技術科をPRする展示物の製作を目的に

LED CUBEの製作に取り組んだ。点灯不良が１面発

生しているが、単純なパターンの点灯が行えるところ

まで達成できた。今後点灯不良の修正と点灯パターン

の追加、およびアクリルケースの製作など仕上げを行

って終える予定である。
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図３ LED 1面分の実装

図４ 全体の点灯確認 

図５ 点灯データの転送時間の測定 

LEDドライバ ICの 
制御信号 
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課題実習「テーマ設定シート」様式 

作成日： 平成２７年５月１４日 
 科名：電子情報技術科  
 

教科の科目 実習テーマ名 

総合制作実習 LED CUBEの製作Ⅱ 

担当教員 担当学生 

電子情報技術科 吉野正樹   

   

   

   

課題実習の技能・技術習得目標 

LED CUBEの製作を通して，電子装置の設計，製作および組立・調整技術などの総合的な実践力を身に付けるとともに，電子CADによる回路設計・

基版設計，実装技術，マイコン制御の技術を習得します。 

実習テーマの設定背景・取組目標 

実習テーマの設定背景 

LED CUBEはLEDマトリクスを立体的に配列しさまざまなパターン・発光色で点灯させるもので，視覚的効果が大きいことや電子情報の技術要素を

多く含む展示物として適しています。 

CUBEを設計・製作し，種々の文字やパターンを表示するデモンストレーション展示物として完成させることを目標とします。 

実習テーマの特徴・概要 

LEDがフルカラーで立体的に光り，文字やある形状が浮かび上がるため，人の目を引く効果「誘目性」は非常に高いと考えられ，イベント等での

展示物として大きな役割が果たせると期待できます。 

また電子回路のCADシステムを使用した基板設計・製作，実装と，マイコンによる点灯制御，PWM制御等のプログラミング要素を含み，カリキュ

ラムの要素を網羅した内容となります。 

No 取組目標 

①  立体型LEDアレイによる文字や模様の立体表示を行う展示物を製作します 

②  CUBEの製作，制御回路の設計，基板製作，実装，およびマイコンプログラミングまで一連の技術を身につけます。 

③  完成後，技術的評価を行い，今後の発展性の考察を行います。 

④  想定した動作が行われなかった場合には、問題を分析し、その問題の解決に取り組みます。 

⑤  ５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）の実現に努め、安全衛生活動を行います。 

⑥  材料、工具、機器及び部品等については、チェックリストを用いて厳密に管理します。 

⑦  報告書の作成、製作品の展示及び発表会を行います。 

⑧  実習の進捗状況や、発生した問題等については、単独、グループの場合にかかわらず、担当教員へ報告します。 

⑨  課題実習を通じて習得する技能・技術、成果物の達成目標、ヒューマンスキル等を８項目以上１０項目以下で記載します。 

  

 

別添２ 


